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資料紹介
経済学者の追悼文集（終）
杉 原 四 郎
はしがき
本稿は本誌第40巻第3号に掲載した「経済学者の追悼文集補遺」の続きである。
今回は氏名の五十音順にならべずに同種のものを四つに分類し，各節ごとにまとめてと
りあげることにした。ここに紹介した8冊も従来のものと同様，すべて関西大学資料室に
寄贈される。
1 福沢諭吉と大隈重信
(1) 福沢諭吉 (1835-1901)
「福沢諭吉とその周、囲」，編集兼発行慶応義塾，制作慶応通信， 1964年4月3日発行，
非売品， A5版， 186ページ，巻頭に遺影ー葉。
福沢には逝去直後に出た「福沢先生哀悼録」 (1901年）をはじめ，『我が福沢先生』（福沢先-
生研究会編，丸善， 1931年）などいろいろの追悼文集があるが，本書もその一つである。
塾長高村象平の序によれば，慶応では明治45年以来，例年1月10日に福沢諭吉生誕記念
講演会をひらいているが，今回『福沢諭吉全集」の完成記念として，前記の記念諸講演の・
なかから最近のもの10編をとって福沢先生生誕記念講演集「福沢諭吉とその周囲」を上梓・
することになった」。内容はつぎの通りである。
第1部
(1)近代教育の形成 海後宗臣， (2)福沢諭吉と明治の思想界 家永三郎， (3)福沢先生と
その国際政治論岡義武 (4)福沢先生と日本文明小泉信三， (5湘沢先生の文章論――•塾—
外者として福沢先生から何を学んだか一ー伊藤正雄； (6)福沢先生と明治初期の学界一一
学問独立論と官民調和論—大久保利謙， (7)福沢諭吉とその時代 エドウィン・オー・
ライシャワー。
第2部
(8)石河幹明氏のこと 板倉卓造， (9)晩年の緒方洪庵-洪庵歿後 100年を記念して一一”●●
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緒方富雄，皿欧米を視察して 松永安左エ門。
このうち(7)とtO)とは速記録によったが，他は「三田評論」などの雑誌に発表されたもの
によっている。
10人の福沢論（第2部の三篇も，福沢のことをとりあげている）は，いずれも含蓄深い
内容であるが，ここでは(5)の講演 (1961年1月10日，後に「三田評論」 593,594号，同
年4月， 5・6月に発表）を紹介しておこう。・「元来国語の教師で」ある伊藤を「先生に
結びつけた最初のものは実に文章そのものの魅力だった」が， 「と同時に， 先生の文章観
……が非常に卓見に富んでいた」という ことであったとして，伊藤は，福沢の文章槻を端
的にしめす四つの言葉， 「漢字の数は二千か三千にてたくさんなるべし」， 「学者先生の難
文に欺かれぬよう用心すべし」，「読者は且那にて著者は従者なり」，「衆智者集まりて一愚
人の事を行う」をかかげ，福沢の文章論を説いている。
1970年に私が甲南大学に勤めるようになってしばらくしてから，文学部に福沢研究家が
いる．ときき，｀福沢を勉強したいと思っていたので，伊藤正雄の研究室をたずねた。自分は
戦後福沢を読みはじめたが，社会科学が不案内だから自分こそいろいろ教えてほしいと伊
藤はいい，これまでに書いた福沢研究をくれた。以来私は伊藤の教えをうけるようになっ
たのだが，この講演を読むと，今は亡き伊藤の温厚な風貌や語りぐちがよみがえってくる。
(2) 大隈重信 (1838....:.1922)
『巨人の面影—大隈重信生誕 125 年記念一』，編者丹尾磯之助（早大校友会常任理・
事）， 1963年10月10日校倉書房発行，定価400円， B6版179ページ，巻頭に神津港人えが
く大隈の肖像。
編者の「まえがき」によれば，「偶々，今年侯の生誕125年にあたるのを機どし，平素い
だいている感銘欽慕の情を現わす心の記念品として，私は，過去において各権威者により
公表された侯に関する感想， 評論の若干を集めてこの小冊子を編纂してみた」，収録した
文章は全部原文のままで，書かれた年代順に配列，高田早苗，田中穂積などの書いた立場
上月並的な文章はわざと省いたとある。
第1部には，はじめに大隈重信「学問の独立と東京専門学校の創立」をおき，横山健
堂，坪内雄蔵，徳富蘇峰，三宅雪嶺，石川半山，市島春城，塩沢昌貞，五来欣造，緒方竹
虎，小泉信三，小野安の文章15篇をおさめる。第2部には「侯の趣味と健康法」， 「母堂
三井子と頼糸観音—大隈家と雲照寺一」，丹尾磯之助「大隈さんに煙にまかれた思い
出」，「邪宗問答ー一永井柳太郎「戯曲大隈重信」より一ー」の4篇があり，第3部は松村
謙三，柳田泉，木村毅，吉村正，・丹尾磯之助による生誕125年記念座談会「大隈重信を語
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る」である。巻末に略年譜と主要関係書リストがある。
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小泉信三の「大隈重信と福沢諭吉」は，早稲田大学創立80年にあたる1962年10月4日に
大隈講堂でおこなわれた講演の要旨であるが，小泉はそこで，明治14年の政変をとりあげ，
「この明治政治史における一大事件」を「少し形容していえば， 日米が専制政治から議会
政治に移る次の道程上に政府がけいれんを起こした，大隈も福沢もともに日本に速かに議
会政治を開こうとして努力したのでありましたが，その努力がこのけいれん的激動のため
に損われまして，大隈も負傷し福沢も負傷したといえるでありましょう」とのべている。
また小泉は大隈が明治財政史にのこる大きな貢献をしたことを指摘しているが，いわゆる
大隈財政の功罪についてはいまも学界でつづけられる興味深い研究テーマである。明治の
代表的な二人のエコノミストを小泉は種々の点から比較論評しつつ，互いによき意味のラ
イバルとして発展してきた二つの学校の創立者たちが「一緒に舟にのって一緒に嵐に会っ
て酷い目にあった」事の次第をこの記念講演で語っている。
なお，生誕150年記念に出た「図録大隈重信一近代日本の設計者ー」（早稲田大学編，早
稲田大学出版部， 1988年）は，図録が中心だが， 27篇のコラムがのっており，一種の追悼
文集でもある。
n 柳川昇と木村健康
(3) 柳川昇 (1904-1975)
「柳川昇先生遺稿集』，編集発行柳川昇先生遺稿集刊行会（三鷹市井の頭3-30-14), 
1981年6月10日発行，非売品， A5版505ページ，巻頭に遺影9葉と筆蹟3葉。
，本書は第1部遺稿 (1~337ペー ジ） と第2部回想の柳川先生 (339~491ページ）との
二部からなり，巻頭に今野源八郎と川久保悌郎との序文，巻末に年譜（著作目録はない）
と宮崎道生の編集後記がある。
今野（東大経済学部の後輩）によれば，「博士の七回忌を控えて， 青森県の知事， 弘前
大学の後住学長を始め，教授，弟子，協力者，そして友人から，思い出の記を加えた遺稿
集を出そうという計画が自発的に進められることになった」。また弘前大学名誉教授川久
保悌郎は「本書の内容が遺稿・年譜・回想文芸に青森（弘大）時代中心になりましたこと
については，よろしく御諒察のほどお願い申します」と書いている。
事実第1部の逮稿は，すべて故人が東大を停年で退官して弘前大学の人文学部長になっ
た1965年以後のもであり，第2部の回想記ー一それは氏名の50音順に44人（最後は柳川英
子夫人）の文章がおさめられている一ーも，その例言にいうように「弘前大学関係者およ
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び青森県関係の知友の方々の回想文が多数を占める」。
柳川昇はi928年東大経済学部の助手となり，中西寅雄に師事， 1939年教授となる。戦後
は一時東大教養学部講師となったが1953年経済学部教授に復帰し，経営学第一講座を担
当， 1965年に定年退官した。弘前大学との関係は1949年以来で， 1968~1972年は学長をつ
とめ，退官後は中京大学教授となった。東大時代については，大河内一男，大塚斌，今野
源八郎がその学問的業績をふくめて書いているが，平賀粛学から戦後にかけての故人の動
静についてはどこにも語られていず，巻末の年譜を見ても部外者には疑問がのこる。
故人は1951年経済学博士となったが，学位論文は1930年代に発表した日本製糸業に関す
る業績のようである (493ページ）。日本資本主義論争の潮流下で力作を発表し，異例の若
さで助教授に昇進した故人が，商品学や経営学の分野では結局一冊の著書ものこし得なか
ったこと，戦後の配給論や経営学の講義は意外にもゴットルの理論をベースとしたもので
あること (360~361ページ）や，定年近くなって，助手一人さえも持ちえず， 「本来の使
命と生きがいである研究の面において社会にたちおくれることがあきらかである地位から
……去る」ことは「まさに幸福そのもの、である」 (210ページ）と語っていることなど，故
人の研究者としての経歴にも不可解な点がのこる。東大をやめて以後のことに重点をおい
て編集された本書に東大時代の情報を求めるのは本来無理なのかもしれない。
(4) 木村健康 (1909-1973)
『追想木村健康』，編集発行木村健康先生追想録刊行委員会，制作有斐閣出版サービス，
1989年6月16日発行，非売品， AS版442ページ，巻頭に遺影など16葉。
刊行の辞（刊行委員会，委員長肥後和夫，委員嘉治三郎，小宮隆太郎ら12名）や「編集
後記に代えて」（和波英郎・石原暁彦）によると， 本書は東大経済学部の木村ゼミ門下生
の「盾の会」が中心となつて， 2年半かかって作り上げられた。故人の「従来余り知られ
ていない部分を探り，多少とも木村健康像の理解に近づくこと」をめざして編集された。
第1部「座談会．追想文」と第2部「資料」の二つに大別される。前者 (1~294ペー
ジ）は肥後和夫の総説をはじめにおき， (1)福岡高校時代， (2)河合ゼミ•河合事件前後， (3)
昭和20年代， (4)昭和3吟三代以降， (5漣！憶の5部にわかれる。 28人の追想文の他に，（イ）東大
経済学部河合演習生（安井琢磨他3名），（口）一高時代の木村健康教授（松下康雄他4名），
~:、)東大教養学部教養学科第 1 回生（嘉治之郎他 5 名）， 目成蹂大学経済学部（石岡昭夫他
6名）の四つの座談会がおさめられている。後者 (295-435ペー ジ）は， (1)「木村健康先
生の人となり」（土屋清の弔辞や扇谷正造らの文章8篇）， (2)論文・随想・書簡（この中に
は一高時代の「法制経済」と東大での「経済学史」の講義録の1部や河合栄治郎あての，
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また疎開生の子供達への故人の書簡がおさめられている）， (3)河合事件についての新聞記
事， (4)年譜と著作目録の4部にわかれる。
故人はゆたかな才能にめぐまれ， 1939年平賀粛学で東大助手を辞職するまでは，経済学
の研究者として順調なコースを歩んだが，それ以後は幾多の試錬の中での生涯であった。
本書には，なすべき多くのことを残して64歳で没した故人に対する痛惜の念と，•著書，そ
の他有形のものはすくなくても，恩師や後進の人々に対してとった行動がもたらした無形
の大きな業績に対する敬慕の情があふれている。座談会では河合演習生のものが，回想文
では小宮隆太郎の「恩師追憶」が印象にのこる。 ． ． 
ちなみに本書は，すでに紹介した河合栄治郎，大河内一男，土屋清の追悼文集と関連さ
せて読まれるべきであろう。
直上田貞次郎と山口忠夫
(5) 上田貞次郎 (1879-1940)
「上田貞次郎先生の想い出』，編者上田会，発行責任者青葉翰於， 1983年5月8日発
行，非売品， A5版337ページ，巻頭に遺影など写真15葉。
「刊行のことば」（青葉翰於，小田橋貞寿，．上田正一，松尾弘，木下昂）や「編集あと
がき」（上田，松尾）によれば，毎年5月8日の故人の命日に集まっている上田会（上田
ゼミ出身者の会）の1982年の集まりで本集刊行の議がきまり， 1年後の命日に完成した。
全体はつぎの6部よりなる。
(1)上田貞次郎先生の人となりと学問 上田貞次郎先生ーー一つの評伝ーー， 山中篤太
郎。上田貞次郎先生ゼミナール小史，編集委員会。
(2)門下生の想い出 I 明治大正編，東京高商専攻部時代（上田辰之助，金子鷹之助，徳
増英太郎ら10名），東京商科大学時代（猪谷善ー，大泉行雄，金田近二ら 8名）。
(3)門下生の想い出I 昭和編（竹中龍雄，美濃口時次郎，小田橋貞寿，小坂善太郎，小
宮山琢二ら43名）。
14)学界人の思い出（高瀬荘太郎，中山伊知郎，藤井茂，藤田敬三，森田優三ら17名）。
(5)家族・親族の思い出（上田正一ら 5名）。
(6)座談会 (1975年3月7日に開かれた猪谷善一司会の会の記録）。
上田貞次郎をしのぶ文章や論文〔本書所収のものをのぞく〕の目録，著作目録と略歴。
本書がおさめる文章のうち，上田会のメンバーのものは大部分新稿だが，それ以外の人
々のものは，『上田貞次郎全集』（全7巻， 1975~1976年）の附録「全集の栞」やその他の
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雑誌等に発表されたものを再録していることが多い。巻頭の山中篤太郎の上田評伝も，逝
去満25年の 1965年の「一橋論叢』一ーこれは上田の命名したもの一ーに発表されたもの
で，上田経済学の特色について，研究過程を四つの段階にわけて論じている。
矢口孝次郎は「上田先生との三つの縁」で故人と自分とのつながりについて書いてい
る。矢口は上田のゼミでなく金子鷹之助のゼミだから，上田の孫弟子ということになる。
金子はイギリス留学中の成果を『社会哲学史研究」 (1929年）にまとめた。それは「英国
思想について筆者の眼を開き給いし恩師上田貞次郎博士」に捧げられているが，その金子
から矢口はイギリス経済史をやるならまずこれを読めといって渡されたのがアシュリーの
『イギリス経済組畿」であり，それは上田が多年プロゼミのテキストに使っていたもので
あるという。矢口のイギリス経済史の研究の重心は資本主義成立期からやがて産業革命期
にうつるのだが，上田はわが国でのイギリス産業革命研究の草分けであった。
矢口は「私はいま筆をとりながら， 上田の Pと国産業革命史論』 '(1923年）と「産業革
命史研究」 (1924年）という先生の2著を机上に置いて，産業革命史研究もまた上田先生
と私とを結ぶ縁の一つであるとひそかに感じている」と書いている。ちなみに矢口と同様
ある時期に関西大学のスタッフであった磯部喜一（「中小工業研究と上田先生」）や宇田米
夫（「上田ゼミの印象」）も本書に上田の追悼文をよせている。
(6) 山口忠夫 (1908-1988) ・ 
「楽山水』，編集藤原碩宜，発行龍山会（連絡先東京都港区南麻生3-11-16藤原方），
1989年9月17日発行，非売品， A5155ページ，巻頭に遺影23葉，題字山口忠夫。
「あとがき」（龍山会ー河秀洋，中村英集， 西村紀三郎，藤原碩宜）によれば，龍山会
は「青木得三，山口忠夫両先生の学恩に連なる人々によって組織された研究集団」である
が，発足した1968年4月後間もなく青木が没して彼は山口が「名実ともに指導者として本
会を育成して」来た。「この小冊子は，先生の一周忌に当たり，会員ー同の先生への想い
出を取編めたものである」。
本書は (1)「山口忠夫先生の想い出」， (2)「山口忠夫先生を偲んで」， (3)「山口忠夫先生
断想」の三部から成る。
(1)は28人の追悼文集が氏名の5叶悧順に収めてある。龍山会員の会員で多くが中央大学で
故人の教えをうけ，現在各大学で財政学を講じている人々の執筆である。一河秀洋（「最
後の御家人」）は「喜寿を迎えられての叙勲の打診に対して「僕は御家人の子孫で， 徳川
さんの家来だから，天皇さんから勲章を貰うわけにはいかないよ」と断られた，江戸っ子
としての御家人の，いさぎよさの美意識である」と書いている (9ページ）。また肥後和
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夫（「山口先生のご遺徳を偲んで」）は，東大経済学部の大学院で木村健康の指尊をうけて
いた自分が山口から「数知れないほどの学思に浴することになった」のは，山口が河合栄
治郎の門下生として木村健康がとった「出所進退の見事さを事あるごとに賞讃」してお
り，「そのお蔭で， 私までも先生の知遇をうけることができたのではないかと思う」との
べている (67ページ）。故人の人柄をあらわす二つのエピソードである。
(2)には山口忠夫の自叙伝的エッセー5篇と，恩師青木得三と門下生西村紀三郎の故人を
語る文章とが収録されている。本書には年譜や著作目録がないが， (2)の7つの文章で故人
の略歴と主期業績が知られる。
山口は 1931年中央大学経済学部を卒業後， 大学院で松浦要と青木得三の指導をうけ，
1934年講師， 1945年教授となった。 1943年以来大蔵省の「昭和財政史」の編集にも関係し
た。訳書にアモン「理論経済学の対象と基礎概念』，シュメルダース『財政政策』，著書に
「国家財政と国民経済」 (1941年， 有斐閣，青木得三との共著となっているが実際は山口
の著作），『財政学の方法と問題』 1967年，中央大学出版部）などがある。
(3)には残されていた幾冊かのノート（主として晩年のメモ）から興味深い箇所が故人の
筆蹟がゎかるように写真製版にしておさめられている。
IV 川崎己三郎と深谷進
(7) 川崎己三郎 (1905-1982)
『川崎己三郎を偲ぶ』， 編集•発行「川崎己三郎を偲ぶ」刊行委員会（米沢秀夫，山本
喜三郎， 隅信一郎， 小山時夫， 岡幸夫， 大田宣世，連絡先東京都千代田区西神田 2-4
-i, 東方学会ビル内， 日本中国友好協会）， 1985年12月発行， B6版284ページ，定価
2,500円，巻頭に遺影20葉，題字米沢秀夫，カット・墨絵車間道人。
追［卓文は人名の五十音順に52篇がおさめられている。川崎は東京商大の大塚金之助ゼミ
ナールの出身であると同時に， 1930年代にプロレタリア科学研究所に入り，『経済評論』
の創刊などにかかわり， 1945年日本共産党に入党，『前衛」や『世界政治資料」の編集に従
事したので，寄稿者は経済学関係の学界人と共産党関係者との2種にわかれる。前者とし
ては安藤良雄，野々村一雄，浜林正夫や同じ大塚ゼミの平館利雄，今井義夫らが書き，後
者では岡崎万寿秀， 金子満広， 土岐強， 豊田四郎らが書いている。川崎が心血を注いで
編集した「経済評論」については， 石田精ー （「後世への遺産「経済評論』」）， や深谷進
C「『お前の弔辞を読む」といっていたのに」）や風早八十二（「川崎己三郎を偲ぶ」）らが
書いている。巻末の「著作目録」をみると，『経済評論Jに「マルクスの経済循環論」（創
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刊号）をはじめ，書評をふくめて8篇を寄せている（すべて河本勝男の筆名）。
巻末にある川崎恵美「父のこと」の中に，故人の家族への手紙や晩年の原稿や闘病日記
や短歌がおさめられている。巻末の「略歴」によると，故人は中学生の時から万葉集に熱
中し，短歌をつくりはじめ，生涯短歌に親しんだ。辞世の「再びは見ることなしと思うゆ
え顔寄せてみる山茶花の花」が巻頭の遺影にそえられている。
故人の卒業論文「価値の生産価格への転化と社会的総資本の再生産過程」 (1931.2. 25) 
が良知力の尽力で巻末に収録されている。茂難t』（岩波新書， 1949年）の原型とも見られ
よう。大塚金之助の故人あての1969年の8月25日づけの手紙や大塚の死に際してよんだ故
人の短歌5首 (198~200ページ）とあわせて読むと，この師弟のきずなの深さを感じさせ
る。その5首のうちの一つで故人は大塚のことをつぎのようにうたっている。「七十を過
ぎたるわれに『学究」の道をとるべかりしと言へるわが師よ」。
(8) 深谷進 (1898-1984)
「回想の深谷進』， 編集発行深谷進追悼文集刊行会， 東京都渋谷区代々木2-5-5,
新宿農協会館日販連内， 1985年11月26日，非売品， B6判203ページ，巻頭に遺影など8
葉。切絵平野庄司。
巻頭の「発刊にあたって」）刊行会世話人一同，代表朝野勉ほか19名）と巻末の「お礼
のことば」（深谷きみえ）の間に，・(1)1984年12月14日に日本共産党中央委員会葬儀委員会
主催の葬儀での弔辞・弔電（上田耕一郎他11名）， (2)追悼文集， (3)年譜，論文•著作目録
がある。 (2)は，（イ）生いたちから青年期（深谷きよみ他1名）， （口）戦前， プロ科時代（林田
茂雄他5名），り戦後，全国農業会，『農民の友」時代（相馬勝義他15名）， 仁）農民・漁民
部長時代（都営忠久他22名），伸）青梅時代（新八代他12名），付故人の資料（井上晴丸， JI
崎己三郎，深谷進の文章）から成る。
深谷進は川崎己三郎と共に， 1934年に創刊された「経済評論」の編集者であった。この
雑誌は「日本資本主義発達史講座」の後継誌として農業問題を中心に， 日本資本主義分析
を深める論稿を掲載， 1937年に廃刊するまでの3年月，きびしい情勢のもとで，マルクス
主義の評論誌として活動した（杉原「日本の経済雑誌』日本経済評論社， 1987年， 97~
106ペ・ージ参照）。深谷は『経済評論」復刻版（白石書店）月報1、1号 (1977年4月）に書い
た「前近代的後進性とのかかわり」（本書172~181ページ）でこの雑誌のことをのべてい
るが，立田信夫の筆名で寄稿している井上睛丸は本誌の主要な論客の一人である。この三
人の親密な関係については(2)の日におさめられた三人の文章でよくわかる。・
本書は，本稿でとりあげた川崎の追悼文集と以前に紹介した井上の同肛風去りてまた還
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らず』（杉原『思想家の書誌』日外アソシェーツ， 1990年， 32~34ページ参照）とあわせ
てよまれるべきものであろう。
深谷は石川県の貧農の子として生まれ，上京して無政府主義運動に参加， 1931年プロレ
タリア科学研究所に所属して活躍したが，戦後は日本共産党に入党して農業問題の分野で
理論的・実践的な仕事をした。『経済評論」の他，戦前は「何を読むべきか』（→ 『読書』），
戦後は「農民の友J, 『何を読むべきか』（復刊）など多くの雑誌に関係した。著書に「日
本革命と農民問題」（新日本出版社， 1964年），『日本農業の変革の展望』（同上， 1976年）
などがある。本書の読者は， 86年にわたる故人の長い生涯のそれぞれの時代における活躍
ぶりを（『経済評論」時代のことは，佐野英彦「『経評」時代から」や豊田四郎「深谷進さ
んの「ね・は・ん』」に出てくる），多くの追悼文を通じて知ることできる。
むすび
1980年3月に『経済学者の追悼文集」を『甲南経済学論集」（第20巻第4号）に発表し
て20名の経済学者の追悼文集を紹介して以来， 10年間にわたってこの種の資料紹介をつづ
けてきた。一応戦後に単行本の形で出版されたものに限定したものの，戦前に出版された
目ぼしいものも視野に入れ，雑誌の特輯号のかたちで出たものにも目をくばり，せまく専
門的な経済学者にとどめずに，エコノミストと呼ばれうる側面をもった社会科学者，評論
家，運動家の追悼文集をもとりあげてきた。今回で総計百数十点に達したので，脱漏した
文献はすくなからず残っているであろうが，昭和期に刊行されたこの種の追悼文集の主な
ものはほぼとりあげたのではないかと思われるので，このシリーズは本稿で最後とする。
最初のうちは，追悼文集の内容を忠実に紹介することを主眼とし，寄稿者全員の氏名と
標題を紹介するとともに，私のコメントは最小限にとどめたが，稿を重ねるにつれて，内
容の紹介は重点的となり，私のコメントの量がふえていった。その変化の主な理由は，紹
介する文集の数がふえるにつれて，文集の相互関連性が私に重要視されるようになり，追
悼文集の資料的意義を解明するには，この点のコメントが不可欠と思われるにいたったか
らである。
多くは非売品として刊行された追悼文集を寄贈いただいた方々，貴重な情報を提供して
下さった方々に対し，また多年誌面を提供して下さった「甲南経済学論集」と「関西大学
経済論集」とに対し，厚く御礼申し上げる次第である。
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追記脱稿後，岩崎晃氏の御好意でつぎの追悼文集を読んだので紹介しておく。
(9) 馬場正雄 (1923-1986)
「秋のひかり」，発行秋光会， 1987年10月27日発行，非売品， A5判367ページ，巻頭と
本文中に遣影数葉。
1987年10月27日に急逝した故人（京大経済研究所長）の一周忌に，故人の知人・門下生
たちの作っている秋光会が発行したもの。巻頭の「急逝を悼む」は， 1986年10月30日養源
院における告別式での小池和男と池上惇のことばと，同年12月13日京大法経7番教室での
追悼式における西島公則京大総長の追悼の辞および故人の師青山秀夫ほか4名のことばを
おさめる。巻末の「お礼にかえて」は，故人の日記，手紙，短歌などと和子夫人のあいさ
つをおさめ，年譜・活動の略歴・編集委員（北野実ほか5名）あとがき，寄稿者紹介とつ
づく。そしてその間の本文に，知友や門下生の追悼文が， 「馬場，馬場くん，馬場さん，
やすらかに」から「最後のことども」まで7部にわけておさめられている。京大，阪大，
神大など関西の経済学者のほか，一橋や東大の関係者や東京の官僚エコノミストなど，ま
た中国との学術交流の中でえた中国の知人たち（故人の蔵書の一部は中国の大学に寄贈さ
れた），石浜恒夫， 司馬遼太郎，佐治敬三ら学界以外の人々をふくめ，数多くの人々が故
人への追慕の思いをのべている。著作目録は本書にはなく，三回忌に出た「日本経済観
測と分析」 （名古屋大学出版会， 1988年10月）の末尾にある。それによれば，故人の最後
の文章は「芸術経済学を提唱する」（『アスティオン」第2号， 1984年）であり，この文章
について寄稿者の多くが感想を語っているが，それによって，このテーマが故人にとって
決して思いつきのものでなく，定年後じっくりと追求してゆくべきものであったことがわ
かり，この点だけでもその急逝が惜しまれる。
京大経済学部の同窓でありながら，専門領域がちがい，遂に面識の機会がなかった私が
本書ではじめて知ったことは多いが， 1948年頃に京阪神学生経済学研究交流会が生れ，そ
の機関誌と・してガリ版の『近代経済理論研究』が1950年に創刊されたこともその一つで
ある。第1号に森嶋通夫の，第2号に故人や置塩信雄の論文がのったこの雑誌は，結局3
号雑誌で終ったようである（能勢哲也「『3号雑誌」のことなど」）が，わが国における近
代経済学研究史の黎明期をつたえる貴重な資料として，ぜひ一見したいものである。
(1990. 9. 10) 
134 
